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1. はじめに 

偏波保持ファイバで構成したモード同期

Ybファイバレーザー(Mode-locked polarization 

maintaining Yb doped fiber laser : PM-YbFL)[1] 

はレーザー微細加工，超広帯域レーザー発生，

超解像イメージングなど多岐の用途で実用化

されてきた．近年では，経年劣化が無く，ダ

メージ閾値が高い，非線形増幅ループミラー

(Nonlinear amplifying loop mirror: NALM)[1]が

注目される．一方，調整が難しく自己始動モ

ード同期が難しいという問題がある． 

最近我々は，ANDi PM-YbFL 発振器内に Q

スイッチングモード同期を誘起するための狭

帯域バンドパスフィルタ（Narrow bandpass 

filter : NBPF）と，モード同期を維持するため

の NBPF の 2 波長 NBPF を設けることで，シ

ングルパルスでの自己始動モード同期が実現

可能であることを発見した[2]．この 2 波長

NBPF 技術を，発振器の主ループと NALM ル

ープの両方に増幅部を設けるダブルゲイン 8

の字型 PM-YbFL で実証してきたが，この種の

発振器では，2台の励起用半導体レーザーと高

価格な光アイソレーターが複数必要となって

しまい，小型・低価格化が難しかった．今回

我々は，NLAM ループのみに増幅部を設けた

8の字型 PM-YbFLで 2波長NBPFによるシン

グルパルスモード同期発振を実現したので，

これを報告する． 

 

2. 実験結果 

Fig.1に開発したレーザーの平均光出力の励

起光強度依存性を示す．1波長分の NBPFを用

いた場合，励起光強度 170 mW程度の時にマ

ルチパルス状態で自己始動した（励起出力を

慎重に減少させるとシングルパルス発振にな

った）．一方で， 波長分割カプラと異なる 2

波長分の NPBFで，2 波長 NBPFシステムを構

築して採用した時は，102 mW 程度の励起強度

でシングルパルス状態で自己始動した．また，

励起光強度を強くしすぎるとマルチパルス状

態で発振することが分かった．発表当日は開

発した本レーザーの諸特性の詳細を報告する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1. Output characteristics of single gain figure-8 

fiber laser. oM filter: 1030 nm and 1040 nm 

narrow bandpass filter configurations. iQ filter: 

1040 nm narrow bandpass filter configuration. 
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